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全
国
の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
が

存
続
の
危
機
に
あ
る
。
私
が
若
い

頃
、
夜
行
列
車
は
登
山
の
必
需
品

だ
っ
た
。
福
山
駅
21
時
30
分
発
の

「
あ
さ
か
ぜ
」
に
乗
り
、
５
時
に
富

士
駅
着
、
タ
ク
シ
ー
で
富
士
山
５

合
目
へ
向
か
う
。
ス
キ
ー
を
背
負

い
昼
頃
登
頂
、
大
滑
降
の
後
に
ま

た
富
士
駅
か
ら
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬

戸
」
に
乗
り
、
翌
朝
６
時
に
岡
山

着
。
福
山
か
ら
一
人
33
時
間
で
富

士
山
往
復
は
夜
行
列
車
の
存
在
抜

き
に
は
実
現
で
き
な
い
。

　
大
阪
発
の
「
き
た
ぐ
に
」
も
懐

か
し
い
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
新
大

阪
23
時
発
に
乗
れ
ば
５
時
に
富
山

着
、
富
山
地
鉄
〜
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
経
由
で
９
時
に
は
標
高

2
3
0
0
ｍ
の
室
堂
に
着
い
た
。

驚
く
ほ
ど
時
間
の
有
効
利
用
が
可

能
な
夜
行
列
車
、
今
こ
そ
見
直
さ

れ
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
私
が
早
朝
に
山
野
峡
大
田
ワ
イ

ナ
リ
ー
向
か
う
際
、
反
対
方
向
は

芦
田
川
右
岸
・
左
岸
共
に
毎
朝
大

渋
滞
で
あ
る
。
な
ぜ
も
っ
と
福
塩

線
が
活
用
さ
れ
な
い
の
か
不
思
議

に
感
じ
る
。
来
年
に
は
北

産
業
団
地
が
稼
働
す
る

が
、
多
く
の
雇
用
が
生
ま

れ
通
勤
車
両
が
激
増
す

る
だ
ろ
う
。
福
塩
線
の
駅

家
駅
か
ら
北
産
業
団
地

ま
で
各
社
共
同
運
行
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
走
ら

せ
る
レ
ー
ル
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
を
提
案
し
た
い
。
路
線
も
単

純
な
の
で
自
動
運
転
バ
ス
も
可
能

か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
年
に
一
回
、
福
塩
線
ワ

イ
ン
列
車
の
旅
が
あ
る
。
山
野
峡

ワ
イ
ン
、
せ
ら
ワ
イ
ン
、
三
次
ワ

イ
ン
の
３
種
類
を
飲
み
な
が
ら
、

私
達
ワ
イ
ナ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
解

説
に
耳
を
傾
け
車
窓
の
田
園
風
景

を
眺
め
れ
ば
三
次
ま
で
の
片
道
約

２
時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
だ
。
こ

の
飲
み
な
が
ら
の
旅
は
鉄
道
な
ら

で
は
の
特
典
だ
。
昔
は
懐
か
し
い

食
堂
車
や
車
窓
越
し
の
駅
弁
の
販

売
、
駅
前
に
は
必
ず
そ
の
地
方
の

名
物
料
理
店
が
あ
っ
た
。
ワ
イ
ン

列
車
も
回
数
を
増
や
し
て
福
塩
線

再
生
の
切
り
札
と
し
た
い
も
の
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
阪
〜
下

関
間
を
特
急
「
銀
河
」
が
走
っ
た
。

乗
客
は
少
な
か
っ
た
が
物
産
協
会

を
中
心
に
駅
舎
内
で
様
々
な
お
も

て
な
し
を
行
い
、
私
も
銀
河
の

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
銀

河
ワ
イ
ン
を
限
定
販
売
し
た
。
皆

様
も
積
極
的
な
鉄
道
利
用
に
よ
り

路
線
の
維
持
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。
い
つ
か
銀
河
鉄
道
9
9
9

に
も
乗
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　□

大田祐介（福山市議会議員）

コラム　毎月 1日号に掲載

乗
り
鉄
の
ス
ス
メ
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